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1. はじめに 

標高1000m 付近の山岳部に風車を建設する計画があり、そのボーリング調査に携わることがで

きた。風車は全部で13基計画されており、風車間の距離は約400m、起点から終点までは約5㎞程

度である。1基目から6基目までは搬入路（林道）が比較的近くまであるが、7基目から13基目ま

での約2.5km は、尾根沿いに位置し、搬入路が全く無い状況であった。 

 

2. 調査計画 

ボーリングは工事用道路の計画切盛部等で19本、風車部で20本の合計39本であった。風車中心

部のボーリング13本においては、孔内水平載荷試験（エラスト）を各孔3箇所と、PS 検層を実施

した。ボーリングは自社2班、下請け2班の最大4班体制で行った。 

風車の7基目から13基目は搬入路が全く無いため、モノレールを設置した。モノレールの延長

は約2.5km もあるため、モノレールを架設するだけで3ヶ月程度かかる計算となった。よって、モ

ノレールを架設しながら、並行作業でボーリングを行う事にした。モノレールは上りには強いが、

長い下りはエンジンが止まる可能性があるため、部分的にスイッチバック方式を用いた。 

また、尾根付近のボーリングが主体であり、近くには水が無いため、モノレールの起点部に大

きなプール（第1プール）を作成し、動噴で送水することにした（写真-1参照）。動噴で水を送れ

るのは最大500m 程度なので、モノレール沿いに4つの中継プール（第2～第5プール）を設置した。

各中継プールには、ある程度水が溜まると給水が自動で止まるように、ボールタップ（水洗トイ

レに使用されているようなもの）を取り付け、水があふれないように工夫した。第1プールの給

水は、2t ダンプに1m3タンクを2個積んで、下流の沢から水を汲んで随時行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1.モノレールとボーリング状況          写真-2.第1プールの設置状況 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.ボーリング位置図 
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図-2.調査位置平面図（起点側） 



図-3.調査位置平面図（終点側） 
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3. 苦労したこと 

〇ボーリング箇所が遠い 

調査地の林道入口からモノレール起点まで、車で1時間程度かかり、モノレールでボーリング

位置まで移動するのに、最も遠い箇所で1時間半、合計2時間半程度かかった。秋から冬にかけて

は午後4時過ぎには暗くなり始めるため、作業時間が少なく苦労した。さらに冬場は凍結するた

め、ホースの水抜きにかなりの時間を要した。 

  

〇冬場は雪で作業出来ない 

調査地は標高1000m の山岳部であり、12月～3月は凍結や積雪で作業不可能となった。その間も

モノレールは設置したままなので、当然リース料が発生した。 

 

〇給水路が長い 

プールを5箇所設置し、頻繁に水運びすることで何とかやり繰りしたが、給水ポンプが落ち葉

や砂粒で詰まるなど、次のプールまで水が運ばれないこともあった。給水ポンプの周りに網をか

けるなど、水が止まらないような工夫をした。また、測量業者の草刈りでホース（ポリパイ）を

切断されることが2回あったが、切られた箇所をジョイントで接合し補修した。 

 

〇孔内水平載荷試験が困難 

本地に分布する地層は、溶結凝灰岩と呼ばれる非常に緻密で硬い岩である。硬い分、亀裂面は

鋭利な刃のようになっており、孔内水平載荷試験の際、ゴムが亀裂に入り破裂することが多々あ

った。その都度、ゴムを交換しエアを抜き、キャリブレーションからやり直しとなり、時間と気

力を要した。 

 

〇熊の出没地域である 

現地は普通に熊が出没する地域である。実際に移動中の車で何回か見かけた。他社の測量班は、

熊が山を駆け登る姿を目撃している。熊対策として、各自熊鈴や熊スプレーを携帯し、単独行動

はなるべく避けるようにした。 

 

4. まとめ 

私は孔内水平載荷試験を行うため、ボーリングチームと同じ宿に長期宿泊した。宿は一軒家を

借りての共同生活だったため、日々の掘進状況やコアの状態、困難だったことやその反省点、今

後の工程等について、色々と話し合う事ができた。これは社内にいると、日報や電話で簡単に終

わってしまうことがほとんどなので、良い機会だったと思う。 

また、長距離のモノレール架設とボーリングの並行作業、中継しながらの長距離の水運搬など、

今後の仕事でも生かせる貴重な経験ができたと思う。 


